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配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
等

に
関
す
る
法
律
の
施
行
状
況
に
つ
い
て

（
女
性
に
対
す
る
暴
力
に
関
す
る
専
門
調
査
会
（
第
90
回
）
）

平
成
29
年
12
月
25
日
（
月
）

厚
生
労
働
省



婦
人
保
護
事
業
の
概
要

１
．
根
拠
法
等

①
売
春
防
止
法
（
昭
和

31
年
制
定
）

②
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
（
13
年
制
定

/1
6年
・
19
年
・
25
年
改
正
）

③
人
身
取
引
対
策
行
動
計
画
（
平
成

16
年

12
月
）→
人
身
取
引
対
策
行
動
計
画
（
20

09
・
20

14
）

④
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成

12
年
制
定
／

25
年
改
正
・2

8年
改
正
）

２
．
対
象
女
性

（
「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
に
関
す
る
法
律
」
の
施
行
に
対
応
し
た
婦
人
保
護
事
業
の
実
施
に
つ
い
て
＜
局
長
通
知
＞
）

①
売
春
経
歴
を
有
す
る
者
で
、
現
に
保
護
、
援
助
を
必
要
と
す
る
状
態
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者

②
売
春
経
歴
は
有
し
な
い
が
、
そ
の
者
の
生
活
歴
、
性
向
又
は
生
活
環
境
等
か
ら
判
断
し
て
現
に
売
春
を
行
う
お
そ
れ

が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者

③
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
を
受
け
た
者
（
事
実
婚
を
含
む
）

④
家
庭
関
係
の
破
綻
、
生
活
の
困
窮
等
正
常
な
生
活
を
営
む
上
で
困
難
な
問
題
を
有
し
て
お
り
、
か
つ
、
そ
の
問
題
を

解
決
す
べ
き
機
関
が
他
に
な
い
た
め
に
、
現
に
保
護
、
援
助
を
必
要
と
す
る
状
態
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者

⑤
人
身
取
引
被
害
者
（
婦
人
相
談
所
に
お
け
る
人
身
取
引
被
害
者
へ
の
対
応
に
つ
い
て
＜
課
長
通
知
＞
）

⑥
ス
ト
ー
カ
ー
被
害
者
（
「
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
の
施
行
に
対
応
し
た
婦
人
保
護
事
業
の
実
施
に
つ
い
て

＜
課
長
通
知
＞
）

３
．
実
施
機
関
等

①
婦
人
相
談
所
（
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
）
及
び
一
時
保
護
所

②
婦
人
相
談
員
（
都
道
府
県
婦
人
相
談
所
・
市
福
祉
事
務
所
等
）

③
婦
人
保
護
施
設
（
都
道
府
県
・
社
会
福
祉
法
人
）

④
こ
の
他
、
①
の
一
時
保
護
の
委
託
先
と
し
て
母
子
生
活
支
援
施
設
・
民
間
シ
ェ
ル
タ
ー
等
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婦
人
保
護
事
業
の
各
機
関

婦
人
相
談
所

○
売
春
防
止
法
に
基
づ
き
都
道
府
県
に
設
置
さ
れ
、
ま
た
、
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
業

務
も
行
う

○
全
国
４
９
か
所
（
平
成
２
９
年
４
月
１
日
現
在
）

○
一
時
保
護
機
能
を
持
ち
、
要
保
護
女
子
、
Ｄ
Ｖ
被
害
者
、
人
身
取
引
被
害
者
の
相
談
・
支
援
、
一
時
保
護
委
託
を
行
う

○
一
時
保
護
に
係
る
人
件
費
や
入
所
者
の
生
活
費
に
つ
い
て
、
婦
人
保
護
事
業
費
負
担
金
に
て
対
応

（
国

1/
2 
都
道
府
県

1/
2
国
庫
予
算
額
約
１
０
億
円
）

○
婦
人
相
談
所
活
動
費
、
外
国
人
婦
女
子
緊
急
一
時
保
護
経
費
等
の
一
部
に
つ
い
て
、
婦
人
相
談
所
運
営
費
負
担
金
に
て
対
応

（
国

1/
2 
都
道
府
県

1/
2
国
庫
予
算
額
約
２
千
万
円
）

婦
人
相
談
員

○
売
春
防
止
法
に
基
づ
き
都
道
府
県
、
市
等
が
委
嘱
し
、
ま
た
、
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く

業
務
を
行
う

○
１
，
４
６
７
人
（
平
成
２
９
年
４
月
１
日
現
在
）

○
都
道
府
県
婦
人
相
談
所
、
市
福
祉
事
務
所
等
に
所
属
し
、
要
保
護
女
子
、
Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
相
談
・
指
導
を
行
う

○
婦
人
相
談
員
活
動
強
化
対
策
費
（
児
童
虐
待
・
Ｄ
Ｖ
対
策
等
総
合
支
援
事
業
）

婦
人
保
護
施
設

○
売
春
防
止
法
に
基
づ
き
都
道
府
県
や
社
会
福
祉
法
人
が
設
置
し
、
ま
た
、
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
に
関
す
る
法

律
に
基
づ
く
保
護
も
行
う

○
全
国
３
９
都
道
府
県
に
４
７
か
所
（
平
成
２
９
年
４
月
１
日
現
在
）

○
要
保
護
女
子
、
Ｄ
Ｖ
被
害
者
、
人
身
取
引
被
害
者
の
保
護
、
自
立
の
た
め
の
支
援
を
行
う

○
施
設
職
員
の
人
件
費
、
入
所
者
の
生
活
費
に
つ
い
て
、
婦
人
保
護
事
業
費
補
助
金
に
て
対
応

（
国

1/
2
都
道
府
県

1/
2
国
庫
予
算
額
約
１
３
億
円
）（

29
年
度
当
初
予
算
額
）
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婦
人
相
談
員

全
国
1
,4
6
7
人

・
婦
人
相
談
所
や

福
祉
事
務
所
に

配
置
。

・
Ｄ
Ｖ
等
に
係
る
相

談
・
情
報
提
供

等
を
行
う
。

福
祉
事
務
所
（
も
し
く
は
市
町
村
）

生
活
保
護
、
母
子
生
活
支
援
施
設
入
所

保
育
所
入
所
、
子
育
て
短
期
支
援
事
業

母
子
家
庭
等
日
常
生
活
支
援
事
業
、

児
童
扶
養
手
当
の
支
給
等

被 害 女 性

自 立

婦
人
相
談
所
４
９
ヶ
所

・
各
都
道
府
県
１
ヶ
所
（
徳
島
県
の
み
３
ヶ
所
）

・
Ｄ
Ｖ
等
に
係
る
相
談
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
・
情
報
提
供

を
行
う
。

・
婦
人
相
談
所
は
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

と
し
て
も
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

（
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
婦
人
相
談

所
も
含
め
、
全
国
２
７
８
カ
所
設
置
）

一
時
保
護
所
４
７
ヶ
所

・
婦
人
相
談
所
に
併
設
（
各
都
道
府
県
１
ヶ
所
）

・
Ｄ
Ｖ
被
害
等
女
性
、
同
伴
児
童
に
係
る
短
期
間
の

一
時
保
護
を
行
う
。

・
保
護
の
期
間
は
概
ね
２
週
間
程
度
。

・
適
切
な
保
護
が
見
込
ま
れ
る
場
合
、
民
間
シ
ェ
ル

タ
ー
、
老
人
福
祉
施
設
、
障
害
者
支
援
施
設
等
へ

一
時
保
護
委
託
。

・
中
長
期
的
な
支
援
が
必
要
な
場
合
、
婦
人
保
護
施

設
へ
の
入
所
措
置
決
定
を
行
う
。

母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
：
職
業
相
談
、
就
業
支
援
講
習
会
の
開
催
、
就
業
情
報
の
提
供
等

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
：
マ
ザ
ー
ズ
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
に
お
け
る
子
育
て
女
性
等
へ
の
就
職
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

児
童
相
談
所
：
心
理
的
虐
待
等
を
受
け
た
子
ど
も
へ
の
心
理
的
ケ
ア
、
子
育
て
相
談
等

連 携

・

協 力

他
省
庁
等

関
係
機
関

警
察

裁
判
所

公
営
住
宅

窓
口

等

民
間
シ
ェ
ル
タ
ー
等

（
一
時
保
護
委
託
）

・
保
護
の
期
間
は
概
ね

２
週
間
程
度

婦
人
保
護
事
業
の
概
要

婦
人
保
護
事
業

関
連

婦
人
保
護
事
業
以

外
の
厚
生
労
働
省

所
管
事
業

婦
人
保
護
施
設

３
９
都
道
府
県

４
７
ヶ
所

・
Ｄ
Ｖ
被
害
女
性
等
に
係

る
生
活
支
援
・
心
理
的

ケ
ア
・
自
立
支
援
を
行

う
。

・
支
援
期
間
は
中
長
期

で
、
概
ね
１
ヶ
月
以
上
。

母
子
生
活
支
援
施
設

生
活
支
援

子
育
て
支
援

心
理
的
ケ
ア

自
立
支
援

（
注
）
婦
人
相
談
員
、
婦
人
相
談
所
及
び
婦
人
保
護
施
設
の
数
は
平
成
2
9
年
4
月
１
日
現
在
。
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
数
は
平
成
2
9
年
1
1
月
2
日
現
在

○
婦
人
保
護
事
業
関
連
施
設
と
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
支
援
施
策
な
ど
婦
人
保
護
事
業
以
外
の
厚
生
労
働
省
所
管
事
業
を
組
み
合
わ
せ
て
被
害
女
性

の
自
立
に
向
け
た
支
援
を
実
施
。
必
要
に
応
じ
、
関
係
省
庁
等
と
も
連
携
し
て
対
応
。

【
支
援
対
象
】

・
D

V
被
害
女
性

・
ス
ト
ー
カ
ー
被

害
女
性

・
性
暴
力
被
害

女
性

・
人
身
取
引
被

害
女
性
等
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１
．
婦
人
相
談
所
に
つ
い
て



婦
人
相
談
所
の
都
道
府
県
別
設
置
状
況

（
平
成
２
９
年
４
月
１
日
）

5

名
　
　
　
　
称

名
　
　
　
　
称

1
北
海
道

北
海
道
立
女
性
相
談
援
助
セ
ン
タ
ー

2
6

京
都
府

京
都
府
家
庭
支
援
総
合
セ
ン
タ
ー

2
青
森
県

青
森
県
女
性
相
談
所

2
7

大
阪
府

大
阪
府
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー

3
岩
手
県

岩
手
県
福
祉
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

2
8

兵
庫
県

兵
庫
県
立
女
性
家
庭
セ
ン
タ
ー

4
宮
城
県

宮
城
県
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー

2
9

奈
良
県

奈
良
県
中
央
こ
ど
も
家
庭
相
談
セ
ン
タ
ー

5
秋
田
県

秋
田
県
女
性
相
談
所

3
0
和
歌
山
県

和
歌
山
県
子
ど
も
・
女
性
・
障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー

6
山
形
県

山
形
県
婦
人
相
談
所

3
1

鳥
取
県

鳥
取
県
福
祉
相
談
セ
ン
タ
ー

7
福
島
県

福
島
県
女
性
の
た
め
の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

島
根
県
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー

8
茨
城
県

茨
城
県
婦
人
相
談
所

島
根
県
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー
西
部
分
室

9
栃
木
県

と
ち
ぎ
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

3
3

岡
山
県

岡
山
県
女
性
相
談
所

1
0

群
馬
県

群
馬
県
女
性
相
談
所

3
4

広
島
県

広
島
県
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

1
1

埼
玉
県

埼
玉
県
婦
人
相
談
セ
ン
タ
ー

3
5

山
口
県

山
口
県
男
女
共
同
参
画
相
談
セ
ン
タ
ー

1
2

千
葉
県

千
葉
県
女
性
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

徳
島
県
中
央
こ
ど
も
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー

東
京
都
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー

徳
島
県
南
部
こ
ど
も
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー

東
京
都
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー
　
多
摩
支
所

徳
島
県
西
部
こ
ど
も
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー

1
4
神
奈
川
県

神
奈
川
県
立
女
性
相
談
所

3
7

香
川
県

香
川
県
子
ど
も
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー

1
5

新
潟
県

新
潟
県
女
性
福
祉
相
談
所

3
8

愛
媛
県

愛
媛
県
婦
人
相
談
所

1
6

富
山
県

富
山
県
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー

3
9

高
知
県

高
知
県
女
性
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

1
7

石
川
県

石
川
県
女
性
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

4
0

福
岡
県

福
岡
県
女
性
相
談
所

1
8

福
井
県

福
井
県
総
合
福
祉
相
談
所

4
1

佐
賀
県

佐
賀
県
婦
人
相
談
所

1
9

山
梨
県

山
梨
県
女
性
相
談
所

4
2

長
崎
県

長
崎
こ
ど
も
・
女
性
・
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

2
0

長
野
県

長
野
県
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー

4
3

熊
本
県

熊
本
県
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー

2
1

岐
阜
県

岐
阜
県
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー

4
4

大
分
県

大
分
県
婦
人
相
談
所

2
2

静
岡
県

静
岡
県
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー

4
5

宮
崎
県

宮
崎
県
女
性
相
談
所

2
3

愛
知
県

愛
知
県
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー

4
6
鹿
児
島
県

鹿
児
島
県
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー

2
4

三
重
県

 
三
重
県
女
性
相
談
所
　
　

4
7

沖
縄
県

沖
縄
県
女
性
相
談
所

2
5

滋
賀
県

滋
賀
県
中
央
子
ど
も
家
庭
相
談
セ
ン
タ
ー

全
国
4
9
か
所

都
道
府
県
名

3
2

島
根
県

3
6

徳
島
県

合
計

都
道
府
県
名

1
3

東
京
都



婦
人
相
談
所
が
受
付
け
た
来
所
相
談
の
内
容

○
「
夫
等
か
ら
の
暴
力
」
を
内
容
と
す
る
相
談
は
来
所
相
談
全
体
の
５
８
．
３
％
と
な
っ
て
い
る
。

○
「
夫
等
」
「
子
・
親
・
親
族
」
「
交
際
相
手
等
」
の
３
つ
を
合
わ
せ
る
と
、
全
体
の
６
６
．
７
％
を
暴
力
被
害
の
相
談

が
占
め
て
い
る
。

※
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
被
害
男
性
1
5
人
（
別
掲
）

平
成
２
７
年
度

合
計
：
１
３
,
３
０
０
人

夫
等
か
ら
の
暴
力

７
，
７
４
８
人

（
５
８
．
３
％
）

そ
の
他
の
人
間
関
係

６
４
３
人
（
４
．
９
％
）

住
居
問
題
・
帰
住
先
な
し

６
９
１
人
（
５
．
２
％
）

医
療
関
係

（
精
神
、
妊
娠
・
出
産
を
含
む
）

５
０
９
人
（
３
．
８
％
）

男
女
・
性
の
問
題

（
う
ち
ス
ト
ー
カ
ー
被
害
１
０
４
人
を
含
む
）

２
２
５
人
（
１
．
７
％
）

暴
力
以
外
の
家
族
親
族
の
問
題

（
離
婚
問
題
を
含
む
）

２
，
１
４
０
人
（
１
６
．
１
％
）

経
済
関
係

２
１
６
人
（
１
．
６
％
）

交
際
相
手
等
か
ら
の
暴
力

４
１
５
人
（
３
．
１
％
）

子
・
親
・
親
族
か
ら
の
暴
力

７
１
３
人
（
５
．
３
％
）

6



○
来
所
相
談
件
数
は
、
平
成
１
３
年
度
か
ら
平
成
１
５
年
度
に
か
け
て
増
加
し
、
そ
の
後
は
、
減
少
傾
向
。

（
人
数
）

婦
人
相
談
所
の
来
所
相
談
件
数
の
推
移

（
厚
生
労
働
省
家
庭
福
祉
課
調
べ
）

7



○
婦
人
相
談
所
に
お
け
る
夫
等
か
ら
の
暴
力
の
相
談
件
数
は
年
間
７
，
７
４
８
人
と
な
っ
て
い
る
。

○
相
談
件
数
は
、
平
成
１
３
年
度
か
ら
平
成
１
６
年
度
に
か
け
て
増
加
し
、
そ
の
後
は
、
横
ば
い
傾
向
で
あ
っ
た
が
、

平
成
２
５
年
度
か
ら
徐
々
に
減
少
し
て
き
て
い
る
。

夫
等
か
ら
の
暴
力
の
相
談
件
数
及
び
相
談
全
体
に
占
め
る
割
合
（
来
所
相
談
）

（
人
数
）

※
（
）
内
は
、
相
談
全
体
に
占
め
る
夫
等
か
ら
の
暴
力
の
割
合
。

(4
9
.0
%
)

(4
1
.9
%
)

(4
4
.1
%
)

婦
人
相
談
所
の
相
談
件
数
の
推
移

（
厚
生
労
働
省
家
庭
福
祉
課
調
べ
）

(4
9
.6
％
)

(5
1
.0
％

)
（
5
1
.1
％
）
（
5
2
.7
％
）

(5
5
.0
％

)
(5
7
.8
%
)

(5
8
.3
%
)
(5
9
.2
%
)

（
58

.7
％
）

(5
7
.4
%
)

(5
8
.3
%
)

8



婦
人
相
談
所
の
来
所
相
談
件
数
の
推
移

（
男
性

D
V
被
害
者
）

34

30

37

43

34

41

31

15

H
20

H
21

H
22

H
23

H
24

H
25

H
26

H
27

男
性

DV
被
害
者
か
ら
の
来
所
相
談
件
数
（
別
掲
）

9



２
．
婦
人
相
談
所
一
時
保
護
所
に
つ
い
て



昭
和
３
２
年
４
月

売
春
防
止
法
に
基
づ
き
、
婦
人
相
談
所
に
要
保
護
女
子
の
一
時
保
護
を
行
う
施
設
を
設
置
。

（
平
成
１
９
年
４
月
～
定
員
を
超
え
る
場
合
は
一
時
保
護
委
託
が
可
能
と
な
っ
た
。
）

平
成
１
４
年
４
月
～

Ｄ
Ｖ
法
に
基
づ
き
、
暴
力
被
害
女
性
及
び
同
伴
家
族
の
一
時
保
護
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
た
。

ま
た
、
民
間
シ
ェ
ル
タ
ー
等
へ
の
一
時
保
護
委
託
が
可
能
と
な
っ
た
。

平
成
１
６
年
１
２
月
～

人
身
取
引
対
策
行
動
計
画
に
基
づ
き
、
婦
人
相
談
所
及
び
一
時
保
護
委
託
先
施
設
に
お
い
て
、

人
身
取
引
被
害
者
の
一
時
保
護
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。
（
平
成
１
７
年
度
よ
り
一
時
保
護
委
託
を
実
施
）

婦
人
相
談
所
一
時
保
護

平
成
２
３
年
３
月
～

第
３
次
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
を
踏
ま
え
、
恋
人
か
ら
の
暴
力
の
被
害
者
を
一
時
保
護
の
委
託
対
象
に
加
え
た
。

平
成
２
３
年
７
月
～

母
子
生
活
支
援
施
設
に
お
い
て
、
妊
娠
段
階
か
ら
出
産
後
ま
で
一
貫
し
て
母
子
の
支
援
を
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
る

よ
う
、
支
援
を
行
う
こ
と
が
特
に
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
妊
産
婦
を
一
時
保
護
の
委
託
対
象
に
加
え
た
。

11

平
成
２
８
年
４
月
～

「
ス
ト
ー
カ
ー
総
合
対
策
」
（
平
成

27
年

3月
）
や
第
４
次
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
（
平
成

27
年

12
月

25
日
）
を
踏
ま

え
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
や
性
暴
力
・
性
犯
罪
の
被
害
女
性
を
一
時
保
護
の
委
託
対
象
に
加
え
た
。



婦
人
相
談
所
に
お
け
る
一
時
保
護
の
理
由

○
「
夫
等
か
ら
の
暴
力
」
を
理
由
と
す
る
保
護
が
全
体
の
７
２
．
７
％
を
占
め
て
い
る
。

○
「
夫
等
」
「
子
・
親
・
親
族
」
「
交
際
相
手
等
」
の
３
つ
を
合
わ
せ
て
、
全
体
の
８
５
．
１
％
を
暴
力
被
害
が
占
め
て
い

る
。

子
・
親
・
親
族
か
ら
の
暴
力

４
０
６
人
（
７
．
９
％
）

交
際
相
手
等
か
ら
の
暴
力

２
２
８
人
（
４
．
５
％
）

暴
力
以
外
の
家
族
親
族
の
問
題

（
離
婚
問
題
を
含
む
）

６
０
人
（
１
．
２
％
）

そ
の
他
の
人
間
関
係

２
０
人
（
０
．
４
％
）

住
居
問
題
・

帰
住
先
な
し

４
９
１
人

（
９
．
６
％
）

医
療
関
係

（
精
神
、
妊
娠
・
出
産
を
含
む
）

３
０
人
（
０
．
６
％
）

経
済
関
係

２
３
人
（
０
．
４
％
）

男
女
・
性
の
問
題

（
う
ち
ス
ト
ー
カ
ー
被
害
7
9
人
を
含
む
）

１
３
７
人
（
２
．
７
％
）

夫
等
か
ら
の
暴
力

３
，
７
２
２
人

（
７
２
．
７
％
）

平
成
２
７
年
度

合
計
：
５
，
１
１
７
人

12



○
婦
人
相
談
所
に
よ
り
一
時
保
護
さ
れ
た
女
性
は
約
５
千
百
人
。
同
伴
家
族
の
数
が
約
４
千
６
百
人
で
、

合
計
約
９
千
７
百
人
と
な
っ
て
い
る
。

○
一
時
保
護
件
数
は
平
成
１
３
年
度
か
ら
平
成
１
６
年
度
に
か
け
て
増
加
し
、
そ
の
後
は
横
ば
い
傾
向
が
続
い
た

が
、
平
成
２
７
年
度
は
減
少
し
た
。

（
件
数
）

1
0
,9
0
3
1
1
,4
7
6

同
伴
家
族

一
時
保
護
さ
れ
た
女
性

1
2
,0
5
9

1
1
,8
3
7

1
1
,7
3
4

12
,0
07
12
,1
45
12
,1
60
1
1
,8
6
6

7
,9
0
8

1
1
,2
4
6
1
1
,5
6
5

婦
人
相
談
所
に
よ
る
一
時
保
護
者
数
の
推
移

1
1
,6
2
3 1
1
,0
8
2

9
,6
9
4

13



婦
人
相
談
所
に
よ
る
一
時
保
護
者
数
（
都
道
府
県
別
）

14

保
護
件
数

保
護
件
数

保
護
件
数

1
北
海
道

3
1
8
1
7

石
川
県

5
8
3
3

岡
山
県

8
6

2
青
森
県

2
6
1
8

福
井
県

2
4
3
4

広
島
県

9
7

3
岩
手
県

3
8
1
9

山
梨
県

3
4
3
5

山
口
県

2
2

4
宮
城
県

6
9
2
0

長
野
県

3
3
3
6

徳
島
県

2
2

5
秋
田
県

2
4
2
1

岐
阜
県

6
1
3
7

香
川
県

8
9

6
山
形
県

2
0
2
2

静
岡
県

7
4
3
8

愛
媛
県

3
1

7
福
島
県

5
4
2
3

愛
知
県

2
6
2
3
9

高
知
県

4
2

8
茨
城
県

9
9
2
4

三
重
県

7
0
4
0

福
岡
県

2
1
7

9
栃
木
県

7
1
2
5

滋
賀
県

9
3
4
1

佐
賀
県

4
6

1
0

群
馬
県

4
3
2
6

京
都
府

1
4
8
4
2

長
崎
県

5
5

1
1

埼
玉
県

1
0
5
2
7

大
阪
府

4
8
2
4
3

熊
本
県

7
7

1
2

千
葉
県

1
1
8
2
8

兵
庫
県

2
2
5
4
4

大
分
県

5
0

1
3

東
京
都

9
0
3
2
9

奈
良
県

1
0
1
4
5

宮
崎
県

3
9

1
4
神
奈
川
県

3
0
2
3
0
和
歌
山
県

8
5
4
6
鹿
児
島
県

3
2

1
5

新
潟
県

2
2
3
1

鳥
取
県

3
7
4
7

沖
縄
県

1
4
0

1
6

富
山
県

5
0
3
2

島
根
県

2
3

5
,1
1
7

都
道
府
県

都
道
府
県

都
道
府
県

計



婦
人
相
談
所
に
よ
る
一
時
保
護
の
在
所
期
間

６
～
１
０
日

１
～
５
日

１
１
～
１
５
日

１
６
～
２
０
日

２
１
～
３
０
日３
１
日
以
上

○
一
時
保
護
の
平
均
在
所
日
数
は
平
成
２
７
年
度
は
１
５
．
３
日
と
な
っ
て
い
る
。

○
平
均
在
所
日
数
の
推
移
を
み
る
と
、
平
成
２
６
年
度
以
降
伸
び
て
い
る
。

15
.3

平
成
２
７
年
度

合
計
：
５
，
１
１
７
人

（
日
）

平
均
在
所
日
数
の
推
移

15



○
約
６
割
が
乳
児
・
幼
児
。
約
３
割
が
小
学
生
。
同
伴
家
族
の
約
９
８
％
が
１
８
歳
未
満
の
児
童
。

○
ほ
と
ん
ど
が
婦
人
相
談
所
一
時
保
護
所
ま
た
は
一
時
保
護
委
託
先
に
お
い
て
保
護
女
性
と
一
緒
に
保
護
。

○
年
齢
の
高
い
男
子
を
伴
う
場
合
は
、
一
時
保
護
を
委
託
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。

年
齢
区
分

（
厚
生
労
働
省
家
庭
福
祉
課
調
べ
）

54
0人

(
1
1
.
8
%
）

2,
16

5人
（
4
7
.
3
%
）

1,
41

4人
（
3
0
.
9
%
）

29
7人

（
6
.
5
%
）

90
人

（
2
.
0
%
）

71
人

(
1
.
5
%
）

合
計
：
4,

57
7人

一
時
保
護
同
伴
家
族
の
状
況
（
平
成
２
７
年
度
）

16



○
平
成
１
４
年
度
に
一
時
保
護
委
託
制
度
を
創
設
。

○
委
託
契
約
施
設
数
は
、
平
成
２
８
年
４
月
１
日
現
在
で
３
２
５
施
設
。

※
各
都
道
府
県
に
お
い
て
委
託
契
約
を
行
っ
て
い
る
た
め
、
同
一
施
設
が
複
数
県
か
ら
委
託
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
あ
り
得
る
。

○
平
成
２
７
年
度
に
お
け
る
一
時
保
護
委
託
人
数
は
、
Ｄ
Ｖ
ケ
ー
ス
以
外
を
含
め
て
、
３
，
２
９
９
人
。

(女
性
本
人
1
,5
1
2
人
、
同
伴
家
族
1
,7
8
7
人
)で
あ
る
。

○
D
V
ケ
ー
ス
以
外
を
含
め
て
、
女
性
本
人
の
平
均
在
所
日
数
１
６
．
１
日
と
な
っ
て
い
る
。
（
一
時
保
護
委
託
ケ
ー
ス
）

(
注
１
)
母
子
生
活
支
援
施
設
を
除
く
。
(
注
２
)
（

）
内
は
、
平
成
2
7
年
4
月
1
日
現
在

施
設

区
分

母
子
生
活

支
援
施
設

民
間
団
体

児
童
福
祉

施
設

(
注
１
)

婦
人
保
護

施
設

老
人
福
祉

施
設

身
体
障
害

者
施
設

知
的
障
害

者
施
設

保
護
施
設

そ
の
他

合
計

か
所
数

(
注
２
)

１
０
4

（
１
０
3
）

9
3

（
1
0
3
）

5
3

（
4
7
）

2
2

（
2
2
）

1
4

（
1
1
）

1
3

（
1
8
）

1
3

（
6
）

9

（
8
）

4

（
4
）

３
２
５

（
３
２
2
）

一
時
保
護
の
委
託
契
約
施
設
数
（
平
成
2
8
年
4
月
1
日
現
在
）

一
時
保
護
委
託
の
状
況

17



一
時
保
護
委
託
の
推
移

○
平
成

14
年
度
に
一
時
保
護
委
託
制
度
を
創
設
。

○
平
成

14
年
度
か
ら
平
成

21
年
度
に
か
け
て
増
加
傾
向
に
あ
り
、
そ
の
後
は
、
横
ば
い
の
傾
向
で
あ
っ
た

が
、
平
成

27
年
度
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。

※
平
成

27
年
度
一
時
保
護
（
委
託
）
し
た
男
性
被
害
者
は

1名

3,
86
1

18



一
時
保
護
（
委
託
）
件
数
の
推
移

（
男
性

D
V
被
害
者
）

1

0

6

3

2

1

H
22

H
23

H
24

H
25

H
26

H
27

男
性

D
V被
害
者
の
一
時
保
護
件
数
（
別
掲
）

19

(
注
)
（
）
内
は
、
外
国
人
の
数

（
0）

（
1）

（
1）

（
0）

（
1）



一
時
保
護
さ
れ
た
女
性
の
一
時
保
護
後
の
主
な
状
況

（
平
成
２
７
年
度
中
の
退
所
者
：
５
，
０
０
６
人
の
内
訳
）

人
％

人
％

婦
人
保
護
施
設

5
0
6

1
0
.1

5
7
2

1
0
.6

母
子
生
活
支
援
施
設

5
2
2

1
0
.4

5
2
6

9
.7

そ
の
他
の
社
会
福
祉
施
設

4
4
1

8
.8

4
0
0

7
.4

4
2
9

8
.6

4
1
6

7
.7

7
7
5

1
5
.5

9
1
0

1
6
.9

8
1
3

1
6
.2

9
2
0

1
7
.0

9
2
0

1
8
.4

9
9
5

1
8
.4

1
8
8

3
.8

1
9
1

3
.5

1
1
6

2
.3

1
0
6

2
.0

2
9
6

5
.9

3
6
7

6
.8

5
,0
0
6

1
0
0
.0

5
,4
0
3

1
0
0
.0

帰
 郷
 （
 実
 家
 等
 ）

知
 人
 ・
 友
 人
 宅

病
 院

そ
 の
 他

計

退
　
所
　
先

施 設

（
参
考
：
2
6
年
度
）

（
2
7
年
度
）

民
 間
 団
 体

自
 立

帰
 宅

※
こ
の
ほ
か
に
、
同
伴
家
族
が
４
，
５
１
９
人
い
る
。
う
ち
４
，
３
４
７
人
（
９
６
．
２
％
）
は
女
性
と
同
じ
移
行
先
へ
。

母
子
分
離
し
て
児
童
相
談
所
に
保
護
さ
れ
た
児
童
は
１
２
８
人
（
２
．
８
％
）
。
そ
の
他
が
４
４
人
（
１
．
０
％
）
。
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３
．
婦
人
保
護
施
設
に
つ
い
て



都
道
府
県
名

名
称

都
道
府
県
名

名
称

北
海
道

北
海
道
立
女
性
相
談
援
助
セ
ン
タ
ー

三
重

婦
人
保
護
施
設
あ
か
つ
き
寮

青
森

－
滋
賀

滋
賀
県
中
央
子
ど
も
家
庭
相
談
セ
ン
タ
ー

岩
手

社
会
福
祉
法
人
岩
手
県
同
胞
援
護
会
桐
の
苑

京
都

京
都
府
家
庭
支
援
総
合
セ
ン
タ
ー

宮
城

宮
城
県
コ
ス
モ
ス
ハ
ウ
ス

大
阪

大
阪
府
立
女
性
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
ゆ
み
寮

秋
田

秋
田
県
陽
光
園

山
形

金
谷
寮

〃
の
ぞ
み
寮

福
島

福
島
県
女
性
の
た
め
の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

兵
庫

神
戸
婦
人
寮

茨
城

茨
城
県
立
若
葉
寮

姫
路
婦
人
寮

栃
木

と
ち
ぎ
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

奈
良

－

群
馬

三
山
寮

和
歌
山

和
歌
山
県
子
ど
も
・
女
性
・
障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー

埼
玉

埼
玉
県
婦
人
相
談
セ
ン
タ
ー

鳥
取

－

千
葉

婦
人
保
護
施
設
望
み
の
門
学
園

島
根

－

か
に
た
婦
人
の
村

岡
山

（
休
止
中
）
岡
山
県
福
祉
相
談
セ
ン
タ
ー

東
京

東
京
都
新
生
寮

広
島

呉
慈
愛
寮

い
こ
い
の
家

山
口

山
口
県
大
内
寮

い
ず
み
寮

徳
島

徳
島
県
立
婦
人
保
護
施
設
し
ら
ぎ
く
寮

救
世
軍
婦
人
寮

香
川

玉
藻
寮

慈
愛
寮

愛
媛

愛
媛
県
立
さ
つ
き
寮

神
奈
川

神
奈
川
県
女
性
保
護
施
設
さ
つ
き
寮

高
知

－

新
潟

新
潟
県
あ
か
し
や
寮

福
岡

ア
ベ
ニ
ー
ル
福
岡

富
山

－
佐
賀

婦
人
保
護
施
設
た
ち
ば
な

石
川

石
川
県
白
百
合
寮

長
崎

県
立
清
和
寮

福
井

福
井
県
若
草
寮

熊
本

－

山
梨

山
梨
県
女
性
相
談
所

大
分

大
分
県
婦
人
寮

長
野

婦
人
保
護
施
設
県
立
と
き
わ
ぎ
寮

宮
崎

宮
崎
県
立
き
り
し
ま
寮

岐
阜

岐
阜
県
立
千
草
寮

鹿
児
島

フ
ェ
リ
エ
鹿
児
島

静
岡

静
岡
県
婦
人
保
護
施
設
清
流
荘

沖
縄

う
る
ま
婦
人
寮

愛
知

愛
知
県
立
白
菊
荘

全
国
４
７
か
所

愛
知
県
立
成
願
荘

婦
人
保
護
施
設
の
都
道
府
県
別
設
置
状
況

（
平
成
２
９
年
４
月
１
日
）
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婦
人
保
護
施
設
の
設
置
状
況

○
全
国
４
７
か
所
の
婦
人
保
護
施
設
の
う
ち
、
婦
人
相
談
所
と
併
設
し
て
い
る
施
設
が
２
１
か
所
。

○
婦
人
相
談
所
あ
る
い
は
一
時
保
護
所
と
は
別
に
単
独
で
設
置
さ
れ
て
い
る
婦
人
保
護
施
設
は
１
９
か
所
。

こ
の
う
ち
、
設
置
主
体
が
都
道
府
県
の
施
設
が
４
か
所
、
民
間
施
設
が
１
５
か
所
。

婦
人
保
護
施
設
４
７
か
所
（
平
成
２
９
年
４
月
１
日
）

婦
人
相
談
所
と
併
設

２
１
か
所

（
４
４
．
７
％
）

一
時
保
護
所
と
併
設

７
か
所

（
１
４
．
９
％
）

公
設
公
営

２
２
か
所

（
４
６
．
８
％
）

公
設
民
営

８
か
所

（
１
７
．
０
％
）

民
設
民
営

１
７
か
所

（
３
６
．
２
％
）

単
独
設
置

１
９
か
所

（
４
０
．
４
％
）



○
婦
人
保
護
施

設
の
入
所
者

数
及
び
定
員

は
年
々
少
し
ず

つ
減
少
し
て
き

て
い
る
。

○
定
員
に
対
す
る

充
足
率
も
低
下

し
て
き
て
い
る
。

昭
和

60
年

４
２
．
７
％

平
成

27
年
度

２
６
．
２
％

（
単
位
：
人
）

婦
人
保
護
施
設
の
入
所
者
数
及
び
定
員
の
推
移

注
）
入
所
者
の
う
ち
、
平
成

17
年
度
ま
で
は

10
/1
時
点
、
平
成

17
年
度
以
降
は
年
間
平
均

（
注
）
入
所
者
数
は
年
間
平
均
入
所
者
数
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婦
人
保
護
施
設
に
お
け
る
在
所
者
の
入
所
理
由

○
「
夫
等
か
ら
の
暴
力
」
を
理
由
と
す
る
入
所
者
が
全
体
の
４
５
．
５
％
と
な
っ
て
い
る
。

○
「
夫
等
」
「
子
・
親
・
親
族
」
「
交
際
相
手
等
」
の
３
つ
の
暴
力
被
害
に
よ
る
入
所
者
が
全
体
の
６
０
．
８
％
を
占
め
て
い
る
。

※
な
お
、
在
所
者
９
２
４
人
の
ほ
か
に
、
同
伴
家
族
４
５
７
人
（
う
ち
同
伴
児
童
４
５
４
人
）
が
入
所
し
て
い
る
。

交
際
相
手
等
か
ら
の
暴
力

５
１
人

（
５
．
５
％
）

暴
力
以
外
の
家
族
親
族
の
問
題

（
離
婚
問
題
を
含
む
）

１
７
人
（
１
．
８
％
）

そ
の
他
の
人
間
関
係

２
人

（
０
．
２
％
）

住
居
問
題
・
帰
住
先
な
し

２
２
１
人

（
２
３
．
９
％
）

経
済
関
係

２
１
人

（
２
．
３
％
）

夫
等
か
ら
の
暴
力

４
２
０
人

（
４
５
．
５
％
）

子
・
親
・
親
族
か
ら
の

暴
力

９
０
人

（
９
．
８
％
）

医
療
関
係

（
精
神
、
妊
娠
・
出
産
を
含
む
）

７
６
人

（
８
．
２
％
）

平
成
２
７
年
度

合
計

９
２
４
人

男
女
・
性
の
問
題

（
う
ち
ス
ト
ー
カ
ー
被
害
１
３
人
を
含
む
）

２
６
人

（
２
．
８
％
）
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平
成
２
７
年
度
婦
人
保
護
施
設
新
規
入
所
者
９
８
５
人

平
成
２
７
年
度
婦
人
保
護
施
設
平
均
在
所
人
数
３
９
３
．
６
人

婦
人
保
護
施
設
に
お
け
る
同
伴
家
族
の
割
合

婦
人
保
護
施
設
の
新
規
入
所
者
数
で
は
、
同
伴
児
童
が
約
４
割
を
占
め
る
が
、
平
均
在
所
人
数
で
み
る
と

同
伴
児
童
は
約
１
割
と
な
っ
て
い
る
。

同
伴
家
族

（
児
童
以
外
）

３
人

（
０
．
３
％
）

同
伴
家
族

（
児
童
以
外
）

０
．
２
人

（
０
．
１
％
）
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婦
人
保
護
施
設
入
所
者
の
心
身
の
状
況

注
１
：
そ
の
他
の
病
弱
者
と
は
、
通
院
、
入

院
歴
が
あ
る
者
及
び
常
備
薬
を
服
用

し
て
い
る
者
等
を
い
う
。

注
２
：
う
ち
６
人
は
重
複
障
害
の
者

○
入
所
者
の
う
ち
、
約
４
割
の
女
性
が
、
何
ら
か
の
障
害
あ
る
い
は
病
気
を
抱
え
て
い
る
。 平
成
２
７
年
度

計
９
３
０
人
（
注
２
）

精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
の
保
持

９
４
人
（
１
０
．
１
％
）

療
育
手
帳
の
保
持

１
０
３
人
（
１
１
．
１
％
）

身
体
障
害
者
手
帳
の
保
持

２
２
人
（
２
．
４
％
）

（
参
考
）
平
成
２
７
年
度

婦
人
保
護
施
設
入
所
者
数
９
２
４
人

不
明

１
人
（
０
．
１
％
）

27
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４
．
母
子
生
活
支
援
施
設
に
つ
い
て



母
子
生
活
支
援
施
設
の
現
状
に
つ
い
て

○
母
子
生
活
支
援
施
設
は
、
配
偶
者
の
な
い
女
子
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
事
情
に
あ
る
女
子
及
び
そ
の
者
の
監
護
す
べ
き
児
童
を
入
所

さ
せ
て
、
こ
れ
ら
の
者
を
保
護
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
者
の
自
立
の
促
進
の
た
め
に
そ
の
生
活
を
支
援
し
、
あ
わ
せ
て
退
所
し

た
者
に
つ
い
て
相
談
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
施
設
（
児
童
福
祉
法
第
３
８
条
）

○
当
初
は
、
生
活
に
困
窮
す
る
母
子
家
庭
に
住
む
場
所
を
提
供
す
る
施
設
で
あ
り
、
「
母
子
寮
」
の
名
称
で
あ
っ
た
が
、
平
成
９
年

の
児
童
福
祉
法
改
正
で
、
施
設
の
目
的
と
し
て
「
入
所
者
の
自
立
の
促
進
の
た
め
に
そ
の
生
活
を
支
援
す
る
こ
と
」
を
追
加
し
、
名

称
を
変
更
。

○
近
年
で
は
、
Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
入
所
が
半
数
以
上
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
、
広
域
利
用
の
進
展
、
虐
待
児
の
増
加
と
い
っ
た
状
況
が

見
ら
れ
、
保
護
か
ら
自
立
を
支
援
す
る
た
め
の
機
能
・
役
割
の
充
実
・
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

資
料
：
厚
生
労
働
省
大
臣
官
房
統
計
情
報
部
「
福
祉
行
政
報
告
例
」
（
各
年
度
末
）

4,
02

8 
4,
00

2 
3,
85

0 

4,
21

8 

3,
86

1 
3,
97

5 
3,
85

1 
3,
95

4 

27
8 

27
2 

26
9 

26
9 

25
6 

25
0 

24
8 

23
8 

05010
0

15
0

20
0

25
0

30
0

35
0

40
0

45
0

50
0

50
0

1,
00

0

1,
50

0

2,
00

0

2,
50

0

3,
00

0

3,
50

0

4,
00

0

4,
50

0

5,
00

0

２
０
年
度

２
１
年
度

２
２
年
度

２
３
年
度

２
４
年
度

２
５
年
度

２
６
年
度

２
７
年
度

入
所
世
帯
数

施
設
数
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入
所
者
に
占
め
る
Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
増
加

母
子
生
活
支
援
施
設
の
入
所
理
由
別
の
入
所
状
況
を
見
る
と
、
「
夫
等
の
暴
力
」
を
理
由
と
す
る
者
（
Ｄ
Ｖ
被
害
者
）
の
割
合
が
高
ま
っ
て
お
り
、

近
年
で
は
半
数
を
超
え
て
い
る
。

※
平
成

21
年
度
～

23
年
度
：
厚
生
労
働
省
雇
用
均
等
・
児
童
家
庭
局
「
母
子
生
活
支
援
施
設
入
退
所
状
況
調
査
」

※
平
成

24
年
度
～

27
年
度
：
厚
生
労
働
省
雇
用
均
等
・
児
童
家
庭
局
「
社
会
的
養
護
の
現
況
に
関
す
る
調
査
」

0%
10

%
20

%
30

%
40

%
50

%
60

%
70

%
80

%
90

%
10

0%

２
１
年
度

２
２
年
度

２
３
年
度

２
４
年
度

２
５
年
度

２
６
年
度

２
７
年
度

54
.1

%

53
.7

%

56
.1

%

55
.0

%

54
.4

%

57
.9

%

56
.6

%

18
.1

%

19
.3

%

17
.5

%

18
.3

%

17
.5

% 17
.7

%

17
.2

%

16
.0

%

14
.7

%

14
.4

%

11
.5

%

13
.5

% 10
.9

%

11
.3

%

7.
0%

6.
8% 7.
0%

9.
1%

8.
3% 7.
0%

7.
8%

2.
9%

3.
4%

2.
1%

3.
8%

2.
9%

3.
5%

3.
2%

1.
9% 2.
1%

2.
8%

2.
3%

3.
5%

3.
0%

3.
6%

夫
等
の
暴
力

住
宅
事
情

経
済
的
理
由

入
所
前
の
家
庭
内
環
境
の
不
適
切

母
親
の
心
身
の
不
安
定

そ
の
他
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５
．
外
国
人
被
害
者
の
保
護
状
況



婦
人
相
談
所
に
お
け
る
外
国
人
の
一
時
保
護
の
理
由

○
「
夫
等
か
ら
の
暴
力
」
を
理
由
と
す
る
保
護
が
全
体
の
７
６
．
６
％
を
占
め
て
い
る
。

○
「
夫
等
」
「
子
・
親
・
親
族
」
「
交
際
相
手
等
」
の
３
つ
を
合
わ
せ
る
と
、
全
体
の
８
１
．
９
％
を
暴
力
被
害
が
占
め

て
い
る
。

平
成
２
７
年
度

合
計
：

３
６
３
人

夫
等
か
ら
の
暴
力

２
７
８
人

（
７
６
．
６
％
）

住
居
問
題
・
帰
住
先
な
し

２
１
人
（
５
．
８
％
）

男
女
・
性
の
問
題

（
う
ち
ス
ト
ー
カ
ー
被
害
７
人
を
含
む
）

３
９
人
（
１
０
．
７
％
）

暴
力
以
外
の
家
族
親
族
の
問
題

（
離
婚
問
題
を
含
む
）

５
人
（
１
．
３
％
）

経
済
関
係

１
人
（
０
．
３
％
）

交
際
相
手
等
か
ら
の
暴
力

１
０
人
（
２
．
８
％
）

子
・
親
・
親
族
か
ら
の
暴
力

９
人
（
２
．
５
％
）
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婦
人
相
談
所
に
よ
る
外
国
人
の
一
時
保
護
（
在
所
期
間
）

６
～
１
０
日

１
～
５
日

１
１
～
１
５
日

１
６
～
２
０
日

２
１
～
３
０
日

３
１
日
以
上

○
外
国
人
の
一
時
保
護
の
平
均
在
所
日
数
は
１
８
．
８
日
と
な
っ
て
い
る
。

（
一
時
保
護
全
体
の
平
均
は
１
５
．
３
日
）

33

平
成
２
７
年
度

合
計
：
３
６
３
人



○
半
数
が
乳
児
・
幼
児
。
３
７
．
１
％
が
小
学
生
。
同
伴
家
族
の
９
８
．
５
％
が
1
8
歳
未
満
の
児
童
。

○
ほ
と
ん
ど
が
婦
人
相
談
所
一
時
保
護
所
ま
た
は
一
時
保
護
委
託
先
に
お
い
て
保
護
女
性
と
一
緒
に
保
護
。

○
年
齢
の
高
い
男
子
を
伴
う
場
合
は
、
一
時
保
護
を
委
託
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。

年
齢
区
分

（
厚
生
労
働
省
家
庭
福
祉
課
調
べ
）

４
０
人

(
9
.
9
%
）

１
６
６
人

（
4
1
.
0
%
）

１
５
１
人

（
3
7
.
3
%
）

３
１
人

（
7
.
6
%
）

１
１
人

（
2
.
7
%
）

６
人

(
1
.
5
%
）

合
計
：
４
０
５
人

外
国
人
の
一
時
保
護
同
伴
家
族
の
状
況
（
平
成
２
７
年
度
）
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○
平
成
１
４
年
度
に
一
時
保
護
委
託
制
度
を
創
設
。

○
平
成
２
７
年
度
に
お
け
る
一
時
保
護
委
託
人
数
は
、
Ｄ
Ｖ
ケ
ー
ス
以
外
を
含
め
て
、
３
１
９
人
。

(女
性
本
人
１
２
７
人
、
同
伴
家
族
１
９
２
人
)で
あ
る
。

○
D
V
ケ
ー
ス
以
外
を
含
め
て
、
女
性
本
人
の
平
均
在
所
日
数
２
３
．
２
日
と
な
っ
て
い
る
。
（
一
時
保
護
委
託
ケ
ー
ス
）

(
※
)
母
子
生
活
支
援
施
設
を
除
く
。

施
設

区
分

母
子
生
活

支
援
施
設

民
間
団
体

児
童
福
祉

施
設

(
※
)

婦
人
保
護

施
設

老
人
福
祉

施
設

身
体
障
害

者
施
設

知
的
障
害

者
施
設

保
護
施
設

そ
の
他

合
計

措
置
数

（
人
）

３
５

３
５

２
５
０

１
０

０
０

４
１
２
７

（
人
）

一
時
保
護
の
委
託
状
況
（
平
成
２
７
年
度
）

外
国
人
の
一
時
保
護
委
託
の
状
況
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一
時
保
護
さ
れ
た
外
国
人
女
性
の
一
時
保
護
後
の
主
な
状
況

（
平
成
２
７
年
度
中
の
退
所
者
：
３
４
６
人
の
内
訳
）

人
％

人
％

母
子
生
活
支
援
施
設

6
1

1
7
.6

6
8

2
1
.3

婦
人
保
護
施
設

3
0

8
.7

2
3

7
.2

そ
の
他
の
社
会
福
祉
施
設

2
3

6
.6

1
4

4
.4

4
9

1
4
.2

4
5

1
4
.1

4
3

1
2
.4

4
3

1
3
.4

4
2

1
2
.1

5
4

1
6
.9

3
5

1
0
.1

2
6

8
.1

2
0

5
.8

1
5

4
.7

1
9

5
.5

1
0

3
.1

4
1
.2

2
0
.6

2
0

5
.8

2
0

6
.2

3
4
6

1
0
0
.0

3
2
0

1
0
0
.0

民
 間
 団
 体

知
 人
 ・
 友
 人
 宅

帰
 郷
 （
 実
家
・
親
族
宅
 等
 ）

帰
 国

病
 院

計

そ
 の
 他退
　
所
　
先

（
2
7
年
度
）

（
参
考
：
2
6
年
度
）

施 設

帰
 宅

自
 立
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６
．
研
修
・
調
査
研
究
の
実
施
状
況



平
成
2
9
年
度
婦
人
保
護
事
業
等
関
係
者
に
対
す
る
研
修
実
施
状
況

※
１
都
道
府
県
に
お
い
て
、
都
道
府
県
・
市
町
村
の
婦
人
保
護
事
業
担
当
者
、
婦
人
相
談
所
・
婦
人
保
護
施
設
職
員
、
婦
人
相
談
員
、
教
職
員
、

警
察
職
員
等
を
対
象
と
し
て
、

D
V
被
害
者
等
に
対
す
る
支
援
方
法
や
事
例
検
討
等
を
実
施
。

※
２
平
成

29
年
度
予
算
に
お
い
て
、
都
道
府
県
が
実
施
す
る
「
婦
人
相
談
所
等
職
員
へ
の
専
門
研
修
事
業
」
（
児
童
虐
待
・
D

V
対
策
等
総
合
支

援
事
業
）
の
研
修
実
施
回
数
に
つ
い
て
、
婦
人
相
談
所
職
員
や
婦
人
相
談
員
等
の
経
験
年
数
に
応
じ
た
研
修
が
実
施
で
き
る
よ
う
、
年
１
回
か

ら
年
３
回
に
拡
充

※
３
都
道
府
県
等
に
お
い
て
、
児
童
福
祉
司
等
及
び
要
保
護
児
童
対
策
調
整
機
関
の
調
整
担
当
者
に
対
し
て
実
施
す
る
「
児
童
福
祉
司
任
用
前

講
習
会
」
、
「
要
保
護
児
童
対
策
調
整
機
関
専
門
研
修
」
に
お
い
て
、

D
V
に
関
す
る
講
義
を
実
施
。

38

研
修
名

対
象
者

内
容

日
程

全
国
婦
人
保
護
施
設
長
等
研
究
協
議
会

婦
人
保
護
施
設
長
、

婦
人
相
談
所
長

講
義
（
「
行
政
説
明
」
「
女
性
自
立
支
援
法
（
仮
称
）
の
制
定
に
向
け

て
」
「
居
場
所
を
失
っ
た
若
年
女
性
」
）
、
全
体
協
議
（
「
新
法
の
必
要

性
・
重
要
性
を
考
え
る
」
）
、
他

H
29

.6
.2

2
～

6.
23

全
国
婦
人
相
談
所
長
及
び
婦
人
保
護
主
管
係
長

研
究
協
議
会
（
厚
労
省
主
催
）

婦
人
相
談
所
長
、
都

道
府
県
主
管
課
職
員

講
義
（
「
関
係
省
庁
行
政
説
明
」
「
人
身
取
引
被
害
者
の
保
護
」
）
、

分
科
会
（
「
性
暴
力
被
害
者
支
援
」
「
婦
人
相
談
所
に
お
け
る
婦
人

保
護
事
業
の
研
修
に
つ
い
て
」
）
、
他

H
29

.7
.2

7
～

7.
28

全
国
婦
人
相
談
員
・
心
理
判
定
員
研
究
協
議
会

（
厚
労
省
主
催
）

婦
人
相
談
員
、
心
理

判
定
員

講
義
（
「
行
政
説
明
」
「
女
性
の
人
権
・
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
な
る
婦
人

保
護
事
業
」
「
災
害
と
婦
人
相
談
員
」
）
、
分
科
会
（
「
面
会
交
流
」
「
売

春
防
止
法
の
歴
史
と
背
景
」
「
ハ
ン
デ
ィ
の
あ
る
女
性
の
支
援
」
「
性

暴
力
被
害
者
支
援
」
「
暴
力
被
害
母
子
へ
の
心
理
的
支
援

-事
例
検

討
-」
）
、
他

H
29

.1
0.

26
～

10
.2

7

全
国
婦
人
保
護
施
設
等
指
導
員
研
修

婦
人
保
護
施
設
指
導

員
、
婦
人
相
談
所
指

導
員

講
義
（
「
行
政
説
明
」
「
女
性
自
立
支
援
法
（
仮
称
）
の
制
定
に
向
け

て
」
「
子
ど
も
・
若
年
女
子
の
支
援
に
つ
い
て
～
児
童
養
護
施
設
の

視
点
か
ら
」
）
、
全
体
会
（
「
支
援
の
現
場
か
ら
現
行
法
の
問
題
点
を

考
え
る
」
）
、
他

H
29

.1
1.

9
～

11
.1

0

婦
人
相
談
所
等
指
導
者
職
員
研
修

（
国
立
保
健
医
療
科
学
院
主
催
）

婦
人
相
談
所
の
指
導

的
職
員

講
義
（
「
行
政
説
明
」
「
性
暴
力
被
害
者
支
援
」
「
関
係
機
関
と
の
連

携
協
働
」
「
D

V
被
害
母
子
へ
の
心
理
的
支
援
」
「
婦
人
保
護
（
母
子

支
援
）
に
関
す
る
関
係
機
関
（
児
童
相
談
所
）
と
の
連
携
」
）
、
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
（
「
一
時
保
護
及
び
そ
の
後
の
母
子
の
支
援
に
向
け
た
取

組
等
」
）
、
他

H
29

.1
2.

6
～

12
.8



婦
人
保
護
事
業
に
関
す
る
調
査
研
究
実
施
状
況

年
度

調
査
研
究

平
成

24
年
度
婦
人
保
護
事
業
等
の
課
題
に
関
す
る
検
討
会
の
こ
れ
ま
で
の
議
論
の
整
理

平
成

25
年
度
婦
人
相
談
所
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定

婦
人
相
談
員
活
動
実
態
調
査

平
成

26
年
度
婦
人
相
談
員
相
談
・
支
援
指
針
の
策
定

平
成

27
年
度
婦
人
相
談
所
と
関
係
機
関
と
の
連
携
体
制
に
関
す
る
調
査
研
究

婦
人
保
護
施
設
の
役
割
と
機
能
に
関
す
る
調
査
研
究

平
成

28
年
度
婦
人
相
談
所
・
婦
人
相
談
員
・
婦
人
保
護
施
設
職
員
の
婦
人
保
護
事
業
研
修
体
系
に
関
す
る
調
査
研
究

平
成

29
年
度
婦
人
保
護
事
業
等
に
お
け
る
支
援
実
態
等
に
関
す
る
調
査
研
究

婦
人
保
護
施
設
に
お
け
る
性
暴
力
を
受
け
た
被
害
者
に
対
す
る
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
す
る
調
査
研
究
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７
．
児
童
相
談
所
と
の
連
携
及
び

広
域
的
な
連
携
の
状
況



婦
人
相
談
所
と
児
童
相
談
所
が

連
携
を
と
っ
た
件
数
（
人
）

児
童
虐
待
に
関
す
る
相
談

そ の 他 の 相 談

合 計
夫 等 か ら の

虐 待

母 か ら の

虐 待

両 親 か ら の

虐 待

そ の 他

件
数

6
8
9

（
6
9
.7
%
）

5
5

（
5
.6
%
）

3
1

（
3
.1
%
）

4
9

（
5
.0
%
）
1
6
4

（
1
6
.6
%
）
9
8
8

（
1
0
0
%
）

○
婦
人
相
談
所
に
お
い
て
児
童
相
談
所
と
何
ら
か
の
連
携
を
と
っ
た
の
は
９
８
８
人
。

○
相
談
の
う
ち
６
９
．
７
％
が
父
親
等
か
ら
の
虐
待
に
よ
る
も
の
。
被
害
女
性
本
人
か
ら
の
虐
待
は
５
．
６
％
。

○
こ
の
う
ち
そ
の
後
、
児
童
相
談
所
に
よ
る
一
時
保
護
は
１
６
０
人
、
児
童
福
祉
施
設
入
所
は
１
４
４
人
。

（
厚
生
労
働
省
家
庭
福
祉
課
調
べ
）

婦
人
相
談
所
と
の
連
携
を
受
け
て

児
童
相
談
所
が
と
っ
た
対
応
(人
)

一 時 保 護

児 童 福 祉 施 設 入 所

児 童 福 祉 司 指 導

継 続 指 導

市 町 村 へ 引 継 ぎ

終 結

そ の 他

合 計

1
6
0

（
1
6
.2
%
）
1
4
4

（
1
4
.6
%
）
1
5

（
1
.5
%
）
2
3
3

（
2
3
.6
%
）
6
5

（
6
.6
%
）
1
9
6

（
1
9
.8
%
）
1
7
5

（
1
7
.7
%
）
9
8
8

（
1
0
0
%
）

児
童
相
談
所
と
の
連
携
の
状
況
（
平
成
２
７
年
度
）
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広
域
連
携
の
状
況
（
平
成
２
７
年
度
）

○
婦
人
相
談
所
に
お
い
て
広
域
措
置
し
た
件
数
は
２
０
件
。

○
こ
の
う
ち
、
D
V
被
害
者
女
性
は
１
３
件
。

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
被
害
者
の
一
時
保
護
に
係
る
広
域
連
携
に
関
す
る
申
し
合
わ
せ

平
成
１
９
年
７
月
１
２
日
全
国
知
事
会

（
婦
人
相
談
所
の
連
携
）

Ｄ
Ｖ
被
害
者
が
都
道
府
県
域
を
超
え
、
他
の
都
道
府
県
の
一
時
保
護
所
等

を
利
用
す
る
際
、
生
活
再
建
を
開
始
す
る
ま
で
の
間
は
、
被
害
者
の
安
全
・
安

心
を
確
保
し
つ
つ
、
被
害
者
の
秘
密
を
守
り
な
が
ら
情
報
提
供
を
行
う
な
ど
、

円
滑
な
被
害
者
支
援
を
目
的
に
、
婦
人
相
談
所
を
都
道
府
県
の
連
絡
・
調
整

窓
口
と
す
る
。

婦
人
相
談
所
は
、
警
察
、
福
祉
事
務
所
、
教
育
委
員
会
な
ど
の
Ｄ
Ｖ
被
害
者

を
救
済
す
る
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
円
滑
な
支
援
を
図
る
。

（
情
報
の
共
有
）

送
り
出
し
側
の
婦
人
相
談
所
は
、
Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
状
況
に
つ
い
て
、
受
け
入

れ
側
の
婦
人
相
談
所
に
情
報
提
供
す
る
。

受
け
入
れ
側
の
婦
人
相
談
所
は
、
可
能
な
限
り
Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
動
向
の
把
握

に
努
め
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
、
送
り
出
し
側
の
婦
人
相
談
所
に
そ
の
旨

連
絡
し
、
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
と
す
る
。

（
他
の
都
道
府
県
の
一
時
保
護
所
等
へ
の
移
送
）

他
の
都
道
府
県
の
一
時
保
護
所
等
へ
の
Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
移
送
に
当
た
っ
て

は
、
双
方
の
婦
人
相
談
所
が
確
認
し
、
送
り
出
し
側
の
職
員
が
同
行
支
援
す
る
。

な
お
、
事
前
に
双
方
の
婦
人
相
談
所
の
協
議
に
よ
り
、
同
行
支
援
の
必
要
が

な
い
と
判
断
し
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

他
の
都
道
府
県
の
一
時
保
護
所
等
へ
の
移
送
に
係
る
費
用
に
つ
い
て
は
、

送
り
出
し
側
が
負
担
す
る
こ
と
と
し
、
当
該
都
道
府
県
が
調
整
す
る
も
の
と
す
る
。

（
支
援
）
広
域
連
携
に
よ
る
一
時
保
護
中
の
面
接
や
精
神
的
ケ
ア
等
の
支
援
は
、
原

則
と
し
て
受
け
入
れ
側
の
婦
人
相
談
所
が
行
う
こ
と
と
す
る
。
受
け
入
れ
側
の

婦
人
相
談
所
は
、
必
要
に
応
じ
て
送
り
出
し
側
の
婦
人
相
談
所
に
対
し
、
被
害

者
の
支
援
に
必
要
な
情
報
の
収
集
等
を
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

（
そ
の
他
）

各
都
道
府
県
に
お
い
て
は
、
管
内
区
市
町
村
等
に
対
し
、
本
望
幸
せ
に
係
る

事
項
の
周
知
を
図
り
、
Ｄ
Ｖ
被
害
者
支
援
の
た
め
の
協
力
を
求
め
る
こ
と
と
す
る
。

（
一
時
保
護
に
係
る
費
用
負
担
）

婦
人
保
護
事
業
の
う
ち
Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
一
時
保
護
委
託
に
係
る
費
用
は
、
受

け
入
れ
側
の
都
道
府
県
が
負
担
す
る
。
た
だ
し
、
送
り
出
し
側
の
都
道
府
県
が
、

一
時
保
護
委
託
施
設
と
契
約
し
て
い
る
場
合
を
除
く
。
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参
考
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平
成
２
９
年
度
予
算
額

１
７
７
億
円
の
内
数

平
成
３
０
年
度
婦
人
保
護
事
業
関
係
予
算
案
の
概
要

１
婦
人
相
談
所
に
お
け
る
支
援
（
婦
人
相
談
所
運
営
費
負
担
金
）

１
７
百
万
円

○
婦
人
相
談
所
に
お
け
る
広
域
措
置
の
実
施

他
の
都
道
府
県
へ
の
広
域
措
置
の
円
滑
な
実
施
を
図
る
た
め
、
Ｄ
Ｖ
被
害
者
等
を
他
の
都
道
府
県
の
婦
人
相
談
所
等
へ
移
送
す
る
た
め
に
必
要
な
旅
費
等
の
補
助
を
行
う
。

○
外
国
人
婦
女
子
緊
急
一
時
保
護
経
費

外
国
人
の
Ｄ
Ｖ
被
害
者
等
を
保
護
し
た
際
の
通
訳
雇
い
上
げ
に
伴
う
費
用
や
関
係
機
関
と
の
連
絡
に
必
要
な
経
費
等
の
補
助
を
行
う
。

○
婦
人
相
談
所
に
お
け
る
一
時
保
護
の
実
施

職
員
の
人
件
費
、
入
所
者
の
食
費
や
被
服
費
な
ど
の
生
活
費
、
施
設
の
維
持
・管
理
費

○
婦
人
相
談
所
が
一
時
保
護
委
託
す
る
た
め
の
経
費

Ｄ
Ｖ
被
害
者
等
の
状
況
に
応
じ
て
、
婦
人
相
談
所
が
民
間
シ
ェ
ル
タ
ー
等
の
適
切
な
委
託
契
約
施
設
へ
一
時
保
護
を
委
託
し
、
自
立
に
向
け
た
支
援
を
行
う
。
ま
た
、
ス
ト
ー

カ
ー
被
害
者
や
性
暴
力
・性
犯
罪
の
被
害
者
も
一
時
保
護
委
託
の
対
象
と
す
る
。

○
婦
人
保
護
施
設
に
お
け
る
保
護
・
自
立
支
援
に
必
要
な
経
費

職
員
の
人
件
費
、
入
所
者
の
食
費
や
被
服
費
な
ど
の
生
活
費
、
施
設
の
維
持
・管
理
費

婦
人
保
護
施
設
入
所
者
の
就
職
活
動
の
た
め
の
旅
費
を
支
給

様
々
な
困
難
な
課
題
を
抱
え
る
被
害
者
の
ニ
ー
ズ
に
個
別
に
対
応
で
き
る
職
員
配
置
に
か
か
る
加
算
の
創
設
【新
規
】

○
心
理
療
法
担
当
職
員
の
配
置

婦
人
相
談
所
一
時
保
護
所
及
び
婦
人
保
護
施
設
に
心
理
療
法
担
当
職
員
を
配
置
し
、
Ｄ
Ｖ
被
害
者
及
び
同
伴
家
族
の
心
理
的
ケ
ア
の
支
援
を
図
る
。

○
同
伴
児
童
の
ケ
ア
を
行
う
指
導
員
の
配
置

婦
人
相
談
所
一
時
保
護
所
及
び
婦
人
保
護
施
設
に
同
伴
児
童
の
ケ
ア
を
行
う
指
導
員
を
配
置
し
、
虐
待
を
受
け
た
児
童
へ
の
ケ
ア
の
充
実
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
保
護
さ

れ
た
女
性
が
自
立
に
向
け
た
取
組
を
安
心
し
て
行
え
る
環
境
を
整
え
る
。

同
伴
児
童
の
ケ
ア
を
行
う
指
導
員
の
配
置
を
拡
充
す
る
。
※
（現
行
）最
大
3
名
ま
で
配
置
可
能
→
最
大
5
名
ま
で
配
置
可
能
【拡
充
】

○
夜
間
警
備
体
制
強
化
事
業

婦
人
相
談
所
一
時
保
護
所
及
び
婦
人
保
護
施
設
の
夜
間
警
備
体
制
を
強
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
配
偶
者
の
暴
力
か
ら
逃
れ
て
入
所
し
て
い
る
被
害
者
や
職
員
の
安
全
の
確

保
を
図
る
。

○
婦
人
保
護
施
設
入
所
者
の
地
域
生
活
移
行
支
援

地
域
生
活
移
行
支
援
を
賃
貸
物
件
を
活
用
し
て
実
施
す
る
場
合
に
、
建
物
の
賃
貸
料
の
一
部
を
措
置
費
に
算
定
す
る
。

○
婦
人
保
護
施
設
に
お
け
る
同
伴
児
童
の
入
進
学
支
度
金
の
支
給

婦
人
保
護
施
設
に
お
け
る
同
伴
児
童
が
、
小
学
校
、
中
学
校
、
又
は
高
等
学
校
に
入
進
学
し
た
場
合
の
入
進
学
支
度
金
を
支
給
す
る
。

２
婦
人
相
談
所
の
一
時
保
護
委
託
、
婦
人
保
護
施
設
に
お
け
る
自
立
支
援

２
３
億
円

婦
人
保
護
事
業
費
負
担
金

婦
人
保
護
事
業
費
補
助
金

→
平
成
３
０
年
度
予
算
案

１
８
２
億
円
の
内
数
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３
婦
人
相
談
員
活
動
強
化

（
児
童
虐
待
・
Ｄ
Ｖ
対
策
等
総
合
支
援
事
業
）

１
５
９
億
円
の
内
数

○
婦
人
相
談
員
活
動
強
化
事
業

Ｄ
Ｖ
等
の
相
談
に
応
じ
る
婦
人
相
談
員
の
手
当
や
調
査
・指
導
の
た
め
の
旅
費
等
を
補
助
す
る
。

婦
人
相
談
員
に
よ
る
相
談
・支
援
の
充
実
を
図
る
た
め
、
一
定
の
研
修
を
修
了
し
た
者
に
つ
い
て
月
額
最
大
1
9
1
,8
0
0
円
（現
行
1
4
9
,3
0
0
円
）に
婦
人
相
談
員
手
当
を
引
き

上
げ
る
。
【拡
充
】

４
Ｄ
Ｖ
対
策
等
の
機
能
強
化

（
児
童
虐
待
・
Ｄ
Ｖ
対
策
等
総
合
支
援
事
業
）

１
５
９
億
円
の
内
数

○
婦
人
保
護
施
設
退
所
者
自
立
生
活
援
助
事
業

婦
人
保
護
施
設
に
生
活
援
助
指
導
員
を
配
置
し
、
対
象
者
の
来
所
等
へ
の
対
応
、
対
象
者
の
職
場
や
居
住
へ
訪
問
す
る
な
ど
の
方
法
に
よ
り
、
相
談
、
指
導
等
の
援
助
に

あ
た
る
。

○
休
日
夜
間
電
話
相
談
事
業

婦
人
相
談
所
に
お
い
て
、
電
話
相
談
員
を
配
置
し
、
休
日
及
び
夜
間
の
相
談
体
制
の
強
化
を
図
り
、
Ｄ
Ｖ
被
害
者
等
の
相
談
に
対
応
す
る
。

○
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
被
害
女
性
保
護
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

婦
人
相
談
所
と
関
係
機
関
等
と
の
連
絡
会
議
や
ケ
ー
ス
会
議
を
開
催
し
、
連
携
の
強
化
を
図
る
。

○
婦
人
相
談
所
等
職
員
へ
の
専
門
研
修
事
業

婦
人
相
談
所
職
員
や
婦
人
相
談
員
等
、
直
接
被
害
者
か
ら
相
談
受
け
る
職
員
に
対
し
、
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
特
性
等
に
関
す
る
理
解
を
深
め
る
た
め
の
必
要
な
研
修
を

実
施
す
る
。
（年
3
回
）

○
法
的
対
応
機
能
強
化
事
業

婦
人
相
談
所
に
お
い
て
、
Ｄ
Ｖ
被
害
者
等
か
ら
の
離
婚
問
題
、
生
活
破
綻
問
題
及
び
在
留
資
格
等
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
や
調
整
の
相
談
等
に
対
し
、
弁
護
士
等
に
よ
る

法
的
な
調
整
や
援
助
を
行
う
。

○
婦
人
相
談
所
一
時
保
護
所
入
所
者
個
別
対
応
強
化
事
業
【
創
設
】

婦
人
相
談
所
一
時
保
護
所
に
お
い
て
、
様
々
な
困
難
な
課
題
を
抱
え
る
被
害
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
支
援
の
充
実
を
図
る
た
め
、
個
々
の
ケ
ー
ス
に
応
じ
た
き
め
細
か
な

支
援
を
行
う
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
個
別
対
応
で
き
る
職
員
を
配
置
し
、
支
援
体
制
の
強
化
を
図
る
。

６
Ｄ
Ｖ
被
害
者
等
自
立
生
活
援
助
モ
デ
ル
事
業

（
児
童
虐
待
・
Ｄ
Ｖ
対
策
等
総
合
支
援
事
業
）

１
５
９
億
円
の
内
数

婦
人
相
談
所
に
お
い
て
一
時
保
護
さ
れ
た
者
な
ど
が
、
地
域
で
自
立
し
、
定
着
す
る
た
め
の
支
援
を
行
う
モ
デ
ル
事
業
。

５
若
年
被
害
女
性
等
支
援
モ
デ
ル
事
業
の
創
設

（
児
童
虐
待
・
Ｄ
Ｖ
対
策
等
総
合
支
援
事
業
）

１
５
９
億
円
の
内
数

若
年
被
害
女
性
等
に
対
し
て
、
公
的
機
関
と
民
間
支
援
団
体
が
密
接
に
連
携
し
、
ア
ウ
トリ
ー
チ
に
よ
る
相
談
支
援
や
居
場
所
の
確
保
等
を
行
う
モ
デ
ル
事
業
を
新
た
に
実
施
す
る
。 45



若
年
被
害
女
性
等
支
援
モ
デ
ル
事
業
（
仮
称
）
＜
新
規
＞

◆
困
難
を
抱
え
た
女
性
に
つ
い
て
は
、
個
々
の
ケ
ー
ス
に
応
じ
た
細
や
か
な
支
援
を
行
う
こ
と
に
よ
り
早
期
の
自
立
支
援
が
可

能
と
な
る
こ
と
か
ら
、
若
年
被
害
女
性
等
に
対
し
て
、
公
的
機
関
・
施
設
と
民
間
支
援
団
体
と
が
密
接
に
連
携
し
、
ア
ウ
ト
リ

ー
チ
か
ら
居
場
所
の
確
保
、
公
的
機
関
や
施
設
へ
の
「
つ
な
ぎ
」
を
含
め
た
ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
う
仕
組
み
を
構
築
す
る
た
め
の

モ
デ
ル
事
業
を
新
た
に
実
施
す
る
。
＜
実
施
主
体
＞
都
道
府
県
・
市
・
特
別
区

＜
補
助
率
＞
国
10
/1
0

若 年 被 害 女 性 等 Ｊ Ｋ ビ ジ ネ ス 被 害 者 等

家 出 少 女 ・ Ａ Ｖ 出 演 強 要 ・

＜
モ
デ
ル
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

★
４
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
若
年
（
被
害
）
女
性
の
早
期
か
ら
の
自

立
を
支
援

①
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
支
援
【
必
須
】

②
関
係
機
関
連
携
会
議
の
設
置
等
(関
係
機
関
と
の
連
携
)【
必
須
】

③
居
場
所
の
確
保
【
任
意
】

➃
自
立
支
援
【
任
意
】

民
間
団
体

都
道
府
県
・
市
・
特
別
区

事
業
の
全
部
又
は

一
部
を
委
託
可
能

＜
未
然
防
止
＞

◆
夜
間
見
回
り
・
声
か
け

◆
相
談
窓
口
の
開
設
（
電
話
・
メ
ー
ル
・
LI
NE
）

➀
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
支
援

➂
居
場
所
の
確
保

◆
一
時
的
な
「
安
心
・
安
全
な
居
場
所
」
の
提
供
、

相
談
支
援
の
実
施

➃
自
立
支
援

◆
学
校
や
家
族
と
の
調
整
、
就
労
支
援
な
ど

自
立
に
向
け
た
支
援
を
実
施

国
補 助

➁
関
係
機
関
連
携
会
議
の
設
置
等
（
関
係
機
関
と
の
連
携
）

◆
実
施
主
体
は
、
関
係
機
関
連
携
会
議
を
設
置
し
、
関
係
機
関
と
民
間
支
援
団
体
の
連
絡
・
調
整
を
図
る

◆
身
体
的
・
心
理
的
な
状
態
や
置
か
れ
て
い
る
状
況
等
に
応
じ
て
関
係
機
関
へ
つ
な
ぐ
（
同
行
支
援
を
含
む
）

警
察

警
察

児
童
相
談
所

児
童
相
談
所

婦
人
保
護
施
設

婦
人
保
護
施
設

労
働
関
係
機
関

労
働
関
係
機
関

医
療
機
関

医
療
機
関

福
祉
事
務
所

福
祉
事
務
所

婦
人
相
談
所

婦
人
相
談
所

DV
セ
ン
タ
ー

DV
セ
ン
タ
ー

民
間
支
援
団
体

民
間
支
援
団
体

男
女
共
同
参
画
ｾﾝ
ﾀｰ

男
女
共
同
参
画
ｾﾝ
ﾀｰ

自
立
相
談
支
援
機
関
（
生
活
困
窮
者
制
度
）

自
立
相
談
支
援
機
関
（
生
活
困
窮
者
制
度
）

（
児
童
虐
待
・D
V対
策
等
総
合
支
援
事
業
15
9億
円
の
内
数
） 46
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